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毎日新聞のご購読お申し込みは

南 康成さん

 

秋の大感謝祭

野菜を選ぶ上で一番大切なこ

とは何か？「鮮度です！」と南さん

はきっぱり答える。無農薬、有機栽

培など、野菜の売り文句はいろいろ

あるが、収穫されたばかりの野菜の

味は何にも勝ると考える。レストラ

ン「ＳＡＴＳＵＫＩ」がオープンしたと

き、地元の野菜を素材に選んだのも新

鮮さを第一に考えたからだ。

南さんは休憩時間を利用して、地元

の直売所巡りを続けている。はじめ

のうちは、苗と食用の区別がつ

かないこともあった。今は

直売所の人ともすっかり顔

なじみになり、おいしい食

べ方などを教わるそうだ。

ホテルニューオウミのレストラン「Ｓ

ＡＴＳＵＫＩ」では、小学生が栽培した

ベジフルーツがメニューに登場する

ことがある。ベジフルーツとは、フ

ルーツのような甘みのあるピーマン

やナス、トマトなどのこと。

１年前、ある直売所で能登川北小の6

年生たちが声をかけてきた。白い制

服姿の南さんを

見て「自分たち

が栽培した野菜

をホテルで使っ

て欲しい！」と。

能登川北小では、

総合教育授業の一環として生徒たち

による野菜作りがすすめられている。

早速ホテルに持ち帰り、レストラン

でお客さんに出してみた。すると、

地元の小学生が栽培した野菜という

だけで喜ばれ、しかもとてもおいし

いと大好評。以来、小学校で収穫が

あるたびにメニューに登場するよう

になった。

「いい食材と出会うことがいかに大切

な事か、改めて子どもたちから教わり

ました」。南さんは、子どもたちへの

感謝の気持ちをこめて、小学校で調理

実習をすることを申し出た。

9月10日の能登川北小の調

理実習室。テーブルにはク

ロスがかけられ、ホテルか

ら運ばれたお皿やナイフ、

フォークが並ぶ。メニューは、

ポークカツ、サラダ、かぼちゃのポ

タージュ。素材

はもちろん子ど

もたちが収穫し

た野菜。子ども

たちの「おいし

い！」という笑顔に、南さんも大満足。

「素材がいいんです。おいしいもの

がおいしくなっただけ。私たちの技

術はほんの手助けにすぎません」。

さらっと言う南さんの横顔がな

んともさわやか。そして「次は

野外でやってみたい」と、これ

からも子どもたちとの交流に意

欲を見せてくれた。　　（取材・白崎）
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